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序文

多賀城市では、 「活力とふれあいのまち 史都・多賀城」

を将来都市像として、史跡のまちにふさわしいまちづく

りに向け、歴史的遺産の活用と継承に努めています。特

別史跡をはじめ、市内に所在する遺跡は、本市の歴史を

物語る重要な歴史的遺産であり、それを調査研究してま

ちづくりに生かしていくことが大切であると存じます。

さて本書は、平成13年度に国庫補助事業として実施し

ました、西沢遺跡 ・山王遺跡 ・新田遺跡 ・矢作ヶ館跡の

発掘調査報告書です。今回調査を行いました 4遺跡につ

きましては、開発計画の内容によって調査のあり方もさ

まざまでありますが、 一つ一つの調査の積み重ねが遺跡

の解明につながり、ひいては本市の歴史像に迫れるもの

と期待しております。

本書が文化財関係者のみならず、市民の皆様の文化財

に対する理解の一助となれば幸いです。最後になりまし

たが、発掘調査や報告書の作成にあたり 、多大なご指導・

ご協力いただきました皆様に対し、 厚 く御礼申し上げま

す。

多賀城市教育委員会

教育長櫻井茂男



例 言

1 . 本書は、平成13年度の国庫補助事業として実施した、西沢遺跡第10次 • 山王逍跡第38次 • 新田逍跡第

21次• 矢作ヶ館跡第 1次調査の成果をまとめたものである。

2. 遣構の名称は第 1次調査からの連続する番号である。

3. 本書中で使用した遺構の種類を示す記号は、以下のとおりである。

SA: 柱列跡 SB: 建物跡 SI: 竪穴住居跡 SK: 土堀跡 SD: 溝跡

4. 平面図における座標値は、国家座標 「平面直角座標系X」を用いて設定した。

5. 挿図中の高さは、標高値を示している。

6. 土色は、『新版標準土色帖』（小山 ・竹原： 1991年）を使用した。

7. 柱痕跡が確認されていない建物の方向 ・柱間は、柱位置を柱穴の中央に想定して計測した。

8. 瓦の分類は 『多賀城跡政庁跡本文編』（宮城県多賀城跡調査研究所 1982年）に拠る。

9. 本書の執筆は調査員全員の協議のもとに、 I · II · Vを若松啓文、田を高橋圭蔵、 IVを石川俊英 • 若

松啓文が担当し、編集は若松が行った。

10. 西沢遺跡第10次調査の鉄滓状付着物の分析 ・調査は、 川鉄テクノリサーチ株式会社に依頼した。

11. 本書の作成に際し、天野順陽氏・千葉直樹氏（宮城県教育庁文化財保護課）、本田裕之氏（塩克市教育

委員会生涯学習課）の協力を得た。

12. 調査に関する諸記録及び出土遺物は、すべて多賀城市教育委員会が保管している。
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調査担 当 多賀城市埋蔵文化財調査センター 所長高倉敏明

逍跡名 所 在 地 調査面積 調査期間 調査貝

西沢遺跡第10次 市川字伊保石地内 約481rrl 平成13年 8 月 23 日~9 月27日 石川俊英・若松啓文

山王遺跡 第38次 山王字西町浦34-32 約 28rri 平成13年9月12日-9月18日 高橋圭蔵

新田遺跡 第21次 新田字一里塚25-5 約 13rri 平成13年9月25日 石川俊英 • 武田健市（文化財課）

矢作ヶ館跡第 1次 留ヶ谷二丁目地内 約s11m 平成13年10月4日-10月5日 石川俊英 ・若松啓文
武田健市（文化財課）

調査協力者 佐藤丑之助 佐藤信男 工藤伸二 只野俊雄 鈴木文雄 卸大和ハウス工業

調査参加者 赤間栄二郎 浅野忠 芦野しづ子 阿部胞吉 遠藤実 大友良子

長田栄太郎 小野玉乃 小幡武 熊谷サツキ 菅原絹代 千葉享一

角田静子 南城美岐子 福永孝二 藤田恵子 真野勝雄 渡辺ゆき子

整理参加者 伊藤美恵子 内海由美子 遠藤友美 小野寺雪子 鹿野智子 須藤美智子

高橋知賀子 中村千恵子 村上和恵 横山佳織 渡邊奈緒



I 各遺跡の概要

西沢遺跡は多賀城市市川、浮島両地区に所在する、東西450m、南北700mの範囲に及ぶ造跡である。標高

は約 6......,46mの低丘陵上に立地し、丘陵斜面に大小の沢が入り込んだ地形を呈している。本遺跡は特別史

跡多賀城跡の東側に隣接し、東側には遣物散布地の法性院遺跡、高原遺跡が所在する。本迫跡は 9次にわ

たる発掘調査が実施されており、古代から近世にかけての遺構・逍物が多数発見されている。特に平安時

代の鍛冶工房跡を含む竪穴住居跡や掘立柱建物跡は、多賀城との関連をうかがわせるものである。今回の

調査は、本遺跡の西端部に位置する標高約26......,30mの丘陵南斜面において実施した。

山王遺跡は多賀城市山王、南宮両地区に所在し、東西約2km、南北約 Ikmの広範囲にわたる遺跡である。

旧七北田川と砂押川によって形成された東西に長い自然堤防上に立地しており、標高約4mである。本造

跡は市JII橋遺跡、新田遺跡、高崎遺跡とともに大規模な集落群を形成しており、これまでの発掘調査では、

古墳時代から近世にわたる遺構 ・逍物を多数発見している。特に平安時代の国守館跡の発見は、注目され

る成果である。今回の調査区は、本遺跡の西側自然堤防の南辺に位置する。

新田遺跡は多賀城市新田 ・南宮 ・山王地区に所在し、東西0.8km、南北1.6kmに及ぶ遣跡である。本遺跡は

七北田川によって形成された自然堤防が発達した地域で、標高6-8mである。本遺跡はこれまでの発掘

調査から、縄文時代から近世までの複合遺跡であることが判明している。とりわけ、大溝で区画された中

世の屋敷群の発見は、本市の中世史を考える上で欠 くことのできない情報を提供している。今回の調査区

は、自然堤防の北端部に所在し、埋蔵文化財包蔵地の境界付近にあたる。

矢作ヶ館跡は多賀城市留ヶ谷地区から塩鼈市袖野田地区にかけて所在し、東西200m、南北150mに及ぶ遺

跡である。本遺跡は東西にのびた低丘陵の東端部に位置し、標高3,....,25mと起伏に富んでいる。現在は東

北本線によって南北に分断された状況になっている。本遺跡の西側には古代・中世の複合遺跡である野田

逍跡が所在し、その南西に位置する留ヶ谷遺跡も古代から近世の複合遺跡である。本遺跡は 『風土記御用

書出』(1774年）記載の「屋はきか館」に比定されており、遺跡分布調査では古代の遺物が採集されている

ことから、古代 ・中世の複合遺跡として登録されている。今回の調査は本遺跡の北西側丘陵部（東北本線

北側の丘陵部）で実施した。
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II 西沢遺跡 第10次調査

l 調査に至る経緯と経過

本調査は個人住宅建設に伴うものである。複数年計画の国庫補助事業として実施されてきており、今年

度で 5ヵ年目となる。当該地は西沢遺跡の範囲内にあるものの、過去の調査成果から、丘陵斜面は後世の

削平などによって遣構の残存状況が悪く、遺構密度も希薄であることが指摘されていた。

6月22日に今後の土地利用及び発掘調査等について、地権者、文化財課、埋蔵文化財調査センターの三

者間で協議を行ったところ、地権者から盛土造成後に住宅建設を行うとの回答があった。これを受けて、

遺構の存在を確認するための確認調査を行うことで協議を進め、地権者の同意が得られたことから今回の

調査に至ったものである。今回の調査は、遺構の有無の確認及びその分布状況の把握を目的としたため、

遺構内埋土の掘り下げや断ち割りなどは最小限にとどめたが、逍構の性格を明確にするために精査に及ん

だものもある。

調査は 8月23日より開始した。まず重機による表土除去作業を行ったところ、調査区東側では表土下で

地山が現れた一方、西側では堆積層を確認し、その上面で逍構も認められた。北半部及び東端部では逍構

を確認した。8月27日から作業員を導入して調査機材を搬入し、遺構検出作業を開始した。9月3日より

遺構の精査に入り、随時図面作成、写真撮影を行った。 9月12日より調査区北半部の竪穴住居跡の調査に

着手し、精査を行った。9月27日に図面作成、写真撮影を終了した後、造構保護のため山砂で埋め戻 し、

すべての調査を終了した。

なお、調査区中央に実測図作成のための原点 (X=-188, 040m Y =14, 307m)を設置し、 これを通る

南北及び東西方向の軸線をそれぞれの基準線とした。以下、本文中では原点より北側を北半部、南側を南

半部、 L字状に東へ突出した部分を東端部、原点周辺を中央部と呼称する。

2 調査成果

(1)基本層序

調査区東側及び東端部は表土下で直ちに地山である岩盤が現れたが、調査区西側は沢状地形となってお

り、その部分には堆和層が確認された。層序は 5層に大別でき、細分できるものは新しい順に a、 b、 C

と枝番号を付けた。詳細は以下のとおりである。

I a恩 表土阿。暗褐色シルトで、層厚0.6,..._,l.3mである。

I b層 調査区東端部にのみ堆栢する旧耕作土層。褐色シルトで、層厚4----10cmである。

II a層 調査区西側に堆栢する暗褐色シル トで、層厚15----32cmである。

II b層 調査区西側に堆積する暗褐色シルトで、層厚10----40cmである。ブロック状の岩盤や小礫を含む。

古代～近世以降の遺物を含むことから、近世以降の堆積層とみられ、SD510溝跡の検出面となっ

ている。

ma層 調査区西側に堆栢する暗褐色シルトで、層厚10----30cmである。岩盤細粒、小礫を含む。古代の

迫物を若千含む。

illb層 調査区西側に堆積する黒褐色土で、層厚10----35cmである。古代の逍物を若干含む。西壁の断面

でのみ確認し、平面的には検出できなかった。
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Ille層 調査区西側に堆栢する暗褐色シルトで、層厚20,.,._,40cmである。SD506溝跡の検出面となってい

る。

w層 調査区北半部中央に堆積する褐色シルト質土で、層厚5,.,._,10cmである。古代の遺物を含んでい

る。SI504竪穴住居跡付近でのみ確認したものであり、同住居跡を覆っている。

V層 黄褐色ないし褐色の地山岩盤層である。

(2)発見遺構と遺物

①竪穴住居跡

調査区北半部の地山面で重複する 2軒の竪穴住居跡を検出した。竪穴住居跡は後世の削平と捜乱がひど

く、残存状況が悪かった。以下、古い順に述べていく 。

SI503竪穴住居跡

調査区北半部の地山面で検出した住居跡である。北東側の約半分が残存しているのみで南西側が削平を

受けて消滅している。調査は住居内埋土を除去して床面を検出し、周溝や主柱穴については平面的な検出

にとどめた。本住居跡はSI504竪穴住居跡、 SD509溝跡、 SK518土城と重複しており、これらより古い。規

模は北東辺で約4.9mであるが、平面形は不明である。方向は北東辺でE-47°-Sである。床面は地山を

削り出したままのものであり、中央部分に多数の焼け面を確認した。埋土は 2層に細分できるが、いずれ

も地山粒を含むことから、人為的に埋め戻されたものとみられる。周溝は壁面に沿って検出しており、幅

はl0"-'36cmである。周溝内で直径l3"-'25cmの小柱穴を 3基確認した。壁は垂直に立ち上がり、残存壁高は

49cmである。カマドは確認されなかった。主柱穴は 4基確認され、北東側の 2基では直径l4"-'l6cmの柱痕

跡を確認できた。 遺物は住居内埋土から土師器杯 ・ 甕、須恵器杯 ・ 甕 • 長頸瓶、丸瓦 (Il B類）、土錘、鉄

製品が出土している。土師器はすべてロクロ調整されたものである。

なお、床面上で小溝、土城を検出したが、本住居跡に伴う遺構であるかどうかは不明である。

SI504竪穴住居跡

調査区北半部で検出した住居跡である。北東部はW層に覆われて残存状態が良好であるが、南西部は削

平されている。SI503竪穴住居跡、 SD509溝跡、 SK516土城と重複しており、 SI503より新しく、 SD509、

SK516より古い。規模は東西約4.5m、南北3.5m以上であるが、平面形は不明である。方向は、北辺で東

西基準線とほぼ一致している。床面は、地山を削り出したままの状態であり、貼床は確認できなかった。

SI503と重複する部分では、その埋土が露出した状態になっている。周溝は北辺と東西各辺の一部で確認で

き、幅はl4"-'25cmである。壁は垂直に立ち上がり、残存壁高は19cmである。カマドは確認されなかった。

主柱穴は 4基確認したが、抜き取り穴の規模が大きく、掘り方を確認できたものは l基のみである。確認

できた掘り方は、一辺約40cmの方形である。埋土は地山プロックを含むので、人為的に埋められたものと

みられる。遺物は住居内埋土から土師器杯 ・小型杯 • 高台付杯 ・甕、 須恵器杯 ・ 蓋 · 甕が出土しており、

土師器高台付杯（第7図6)は口縁部が外反して、体部に張りがあり 、高台は断面がわずかに外側に開く

角高台である。このような器形は多賀城周辺で出土する土師器高台付杯とは器形が異なり、須恵器にも類

例を見出せない。器形的には灰釉陶器や緑釉陶器など施釉陶器に近似しており、それらを模倣した可能性

がある（註I)。
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3 S1503 1-1 上師器 杯
［外ii'iilロクロナデ 2-5 R-3 1内面Iへうミガキ→黒色俎理→油燻付m

第4図 S1503竪穴住居跡出土遺物
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ぬ 遺構 層位 種別 器種 特徴 備考
口径 胚径

器高 写真図版 登録番号
（残存率） （残存率）

I S1503 I -I 須恵器 杯
［外面lロクロナデ底部：ヘラ切り 04.1) (6.9) 

R-12 
［内面lロクロ・rデ (2/糾） (7/24) 

2 S1503 I -I 須窓器 長頸瓶
（外面lロクロナデ→タタキ→ロクロナデ

9● 
(10.8) ．． R-25 

［内面lロクロナデ (8/24) 

3 S1503 I -I 土鎧 （表面lオサエ
重量 総長 直径 孔径 2-6 R-29 
5.0g 4.35 1.20 0.40 

4 S1503 1-1 鉄製品 不明 木質付芍 2-7 R-1 

5 Sl503 1-1 須恵器 甕
1外面lロクロナデ→体部下半ヘラケズリ 32.8 R-27 
［内面lロクロナデ (1/24) 

6 S1503 1-1 須恵器 甕
［外面）0 クロナデ 28.0 R-28 
［内面］ロクロナデ→回転ハケメ (4/24) 

（外面lロクロナデ→回転ヘラケズリ (9.9) 
7 S1503 1-1 須恵器 長頸瓶 店部：店台貼付け (6/24) 

●●9 R-26 
［内面1ロクロナデ

8 S1503 lー1 丸瓦
［凹面］粘土紐痕→布目 II B類 .. R-31 
［凸面）ロクロナデ 玉縁部破断

第5図 S1503竪穴住居跡出土遺物
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~I 色調•土性 I 符微 地 I 色潤 • 土性 I 特徴

S1504 P-2 
I (IOYRJ/4陪褐色土 I ,Jヽ親を含む。 地山粒を多量に含む• 竪穴住居内埋土． I I 10YR3/4暗褐色シルト 1地山粒を含む．抜取穴埋土．

2 i IOYR4/4褐色土 I地山プロックを含む。周溝内埋土。 P-3 
P-l I I IOYR3/3暗褐色シルト 1 地山粒を含む• 抜取穴埋土．

I I 1DYR3/4陪褐色シルト l 地山粒・プロックを含む• しまりが浚い• 羅り方埋土囀 P-4 
2 I 10YR3/3昭褐色シルト 1地山粒を含む．抜取穴埋土． I I IOYRJ/4昭褐色シル ト 1 地山粒を含む• しまりが弱い。抜取穴埋土．

第 6図 S1504竪穴住居跡

S1519竪穴住居跡

調査区南半部で検出した住居跡で、西側は樅乱によって大きく破壊されているため、わずかに東辺と北

辺の一部を検出したのみである。本住居跡については平面的な調査にとどめている。SD513溝跡、 SK522

土堀と重複しており、これら より古い。規模は東西約85cm以上、南北約5.0mであるが、平面形は不明であ

る。方向は東辺でN-6°-Wである。東辺の南側は住居内埋土が削平されているため床面の一部が露出し

ており、周溝が確認できる。幅はI3,..._.,2lcmである。
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lib. 遺講 層位 種別 器 特徴
口径 駈径

閤府
（残存率） （残存率）

写真図版 登録番号

l SI氾 埋土 這器 杯
（外面）ロクロナデ底部：回転糸切り→線刻 13. 7 7. 2 
（内面）ヘラミガキ→黒色処踵→油姪付沼 (12/24) (24/24) 

3.9 2 2 R-32 

2 S1504 埋土 土師器 杯
（外面l表面剥離駈部：回転糸切り (6.8) 
（内面Jヘラミガキ→撮色処理 (4/24) 

R-34 

3 S1504 虹 土籟器 杯
［外面lロクロナデ底部 ＇表面剥霞 13.4 7.4 
［内面lヘラミガキ→黒色処理 (12/24) (18/24) 

3. 7 2 3 R-33 

4 S1504 匹 土鰤器 小型杯
［外面l表面剥離底部 ：表面剥耀 (5.0) 
［内面lヘラミガキ→黒色処理 (5/24) 

R-38 

5 Sl504 虹 土蒻器 小型杯
［外面］ロクロナデ庇部：へう切り (5.6) 
［内面lヘラミガキ→黒色処理 (8/24) 

R-37 

6 S1504 埋土 土邸器

［外iliilロクロナデ→回転ヘラケズリ (16.6) (8.15) 
高台付杯 庇部 ：高台貼り付け

（内面lへうミガキー黒色処理
(2/24) (10/24) 

(4. 9) 2-4 R-: 給

7 Sf紐 想!± 須恵器 杯
［外面lロクロナデ底部：ヘラ切り (12.8) (6.6) 
［内iliilロクロナデ (1/24) (8/24) 

4.1 R-44 

8 S1504 垣 須逼悶 杯
［外面lロクロナデ底部：ヘラ切り (5.9) 
［内iliilロクロナデ (4/況）

R-43 

， Sl504 埋土 須恵器 杯
［外面lロクロナデ底部：回転糸切り (5. 9) 
（内面Jロクロナデ (13/24) R-47 

10 S1504 垣 須恵器 杯
［外i!iilロクロナデ底罹：ヘラ切り 7. 2 
（内iliilロクロナデ (24/24) 

．． R--46 

II SI504 埋土 須恵閑 史
［外面｝ロクロナデ→波状文

［内面Jロクロナデ
．． ．．． R却

12 Sl504 埋 須思器 蓋
［外面J0クロナデ→回転へうケズリ (15.8) 
［内面）ロクロナデ (4/24) 

R-49 

第7図 S1504竪穴住居跡出土遺物
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第8図 S8501・502掘立柱建物跡・ SA505柱列跡

②掘立柱建物跡・柱列跡

調査区東端部の地山面で、掘立柱建物跡2棟、柱列跡 l条を検出した。これらの遺構はすべて平面的な

調査にとどめており、柱穴の断ち割りなどは行っていない。

S8501掘立柱建物跡

調査区東端部で検出した建物跡である。建物跡の南側が調査区外に延びる可能性もあるため、正確な規

模は不明であるが、桁行2間以上、梁行2間の南北棟とみておきたい。北東隅の柱穴は抜き取られていた

が、それ以外の柱穴では柱痕跡を確認した。方向は西側柱列でみるとN-6°-Wである。SB502掘立柱建

物跡と重複しているが、柱穴に直接の切り合いがないことから新旧関係は不明である。桁行については、

西側柱列で北より2.27m、2.27m、梁行については北妻で約4.05mであり、柱間は西より2.05m、約2.0m

である。柱穴はすべて円形であり、直径32-39cmである。柱痕跡は直径12-19cmである。

S8502掘立柱建物跡

調査区東端部で検出した建物跡である。建物跡の南側が調査区外に延びる可能性もあるため、正確な規

模は不明であるが、桁行2間以上、梁行2間の総柱建物を想定しておきたい。検出した柱穴のうち、北東

隅の柱と北西隅の柱は抜き取られていたが、それ以外のすべての柱穴で柱痕跡を確認した。SB501掘立柱

建物跡、 SD512溝跡、 SK523土堀と重複しており、 SK523より新しく、 SD512より古い。SB501との新旧関

10 



係は、柱穴に直接の切り合いがないことから不明である。規模は西側柱列の柱間が約2.lm、北側柱列は西

より約2.2m、約2.4mである。方向は西側柱列でみると、 N-6°-Wである。柱穴はすべて円形であり、

直径28,....,38cmである。柱痕跡は直径ll,....,14cmである。

SA505柱列跡

調査区南半部から東端部にかけて検出した、東西方向の柱列跡である。 4間分を検出したが、西側は攪

乱によって大きく破壊されており、東側も調査区外に延びる可能性があることから、さらに東西に延びて

いた可能性もある。西から 1間目の柱穴では柱痕跡を確認できなかったが、それ以外の柱穴では柱痕跡を

確認した。方向は検出した両端の柱穴でみると、 E-7°-Nである。 4間分の長ざは約11.43mであり、

柱間は西より約2.9m、約2.8m、2.84m、2.89mである。柱穴は円形であり、直径18,....,33cmであり、柱痕

跡は直径l0.....,13cmである。

SD506・507 

SD5l2 

SD509 

C' 

30.JOm 

S0513 
SD514 

。
2m 

ぬ I 色闘 ・土性 I 特徴 No. I 色属 • 土性 I 符徴

SD506 S0512 
I IOYR3/3暗褐色シルト I底面に多蜃の礫を含む。 I I lOYRJ/3暗褐色シルト I砂買分が多い・地山粒を含む．

SD507 2 I lOYR3/4明褐色シルト Iしま りが投い．

I 10YR3/3暗褐色シル ト l小礫を含む． SD513 
SD509 I I 10YR3/4暗褐色シルト 1地11」プロックが含む。

I I JOYR4/4褐色シルト 1地山プロックを含む． 5D514 
S0510 I I lOYR4/4褐色シルト I地山粒を含む．

I I 10YR3/4暗褐色シルト lしま りが強い．

2 I 10YR3/3暗褐色シルト l若干しまりがある．

第9図 SD506・507・509・510・512・513・514溝跡断面図

③溝跡

溝跡の調査は平面的なものにとどめたが、部分的に断ち割り等を行った。規模等については、特に断り

がない限り平面的な調査からの計測値である。

SD506溝跡

調査区北半部のIIIc層上面で検出した南北溝である。S0507・508溝跡と重複しており、これらより新し

い。北側は調査区外に延びており、確認した長さは約15mである。方向はN-l 0-Wである。断ち割った

部分でみると、幅は77cmで、深さは20-28crnである。埋土には礫を多兄に含んでいる。遺物は土師器、須

恵器、軒平瓦 (721B-a)、平瓦、灰釉陶器椀が出土している。

11 



S0507溝跡

調査区北半部の地山面で検出した南北溝である。方向はN-2°-Wである。S0506・508溝跡と重複し

ており、 S0508より新しく、 SD506より古い。北側は調査区外に延びており、確認した長さは約6.lmであ

る。断ち割った部分でみると、幅は55cm以上であり、深さは 7,..,_, 12cmである。

> 巖.,忍癒,,,,.9--，， ・こI 

ご フ
2 

゜
10cm 

~ -、~.-; 磁

゜
20cm 

No. 遺構 層位 種別 特徴 備考 写真図版 登録番号

I S0506 1-1 軒平瓦 ［凹面l布目→ナデ ［凸面l縄目タタキ 7218-a 均整店草文顎面剥離 R-53 

池 遺構 層位 種別 器種 特徴 帽考 口径 底径 器瓦 写真図版 登錢番号

2 S0506 Iー1 灰釉陶器 嗣 （内外面lロクロナデ R-54 

第10図 S0506溝跡 出土遺物

S0508溝跡

調査区北半部の地山面で検出した南北溝である。方向はN-36°-Eである。SD506・507溝跡と重複し

ており、それらより古い。確認した長さは約4mで、幅は27"-'38cmである。

S0509溝跡

調査区北半部のW層上面で検出した南北溝である。方向はN-4°-Wである。S1503・504竪穴住居跡、

SK516土城と重複しており、 S1503・504より新しく、 SK516土堀より古い。確認した長さは約13.8mで、

幅は19,..__,138cmである。断ち割った部分でみると、深さはl0"-'33cmである。底面は南に向かって強く傾斜し

ている。遺物は土師器杯 ・甕、須恵器杯 ・甕、鉄製品が出土している。

S0510溝跡

調査区中央部のIIb層上面で検出した南北溝である。方向はN-13°-Wである。SD5Il溝跡と重複して

おり、これより新しい。南側は調査区外に延びており、確認した長さは約11.9mで、幅は37"-'72Cmである。

断ち割った部分でみると、深さはl5"-'32cmである。遺物は出士していない。

S0511溝跡

調査区中央部のIIb層上面で検出した南北溝である。方向はN-3°-Eである。SD510溝跡と重複して

おり、これより古い。確認した長さは約1.9mで、幅は24"-'27cmである。

S0512溝跡

調査区南半部の地山面で検出した南北溝である。方向はN-19°-Wである。南側は調査区外に延びてお

り、確認した長さは約6.8mで、幅は32......,72cmである，断ち割った部分でみると、深さは28"-'32cmである。

遺物は出土していない。
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゜
10cm 

池 道構 層位 種別 器植 符徴
口径 駈径

器応 写真図版 登録番号
（残存率） （残存率）

l S0509 lー1 須恵器 杯
［外iliilロクロナデ底部：回転糸切り→ヘラ描き (7.4) 

R絲
［内l!iilロクロナデ (6/24) 

2 SD509 1-1 須恵器 長割瓶
［外面lロクロナデ底部 ：高台貼り付け

" 
(8.5) ・- R-72 

［内面lロクロナデ (7/24) 

3 SD509 I -I 土師器 央
［外面]0 クロナデ→手持ちヘラケズリ 庭部：へう切り (8. 5) 

R-65 
［内liiilロクロナデ→ナデ (6/24) 

第11図 S0509溝跡出土遺物

S0513溝跡

調査区南半部の地山面で検出した南北溝である。方向はN-14°-Wである。SI519竪穴住居跡と重複し

ており、それより新しい。南側は調査区外に延びており、確認した長さは約9.7mで、幅は69......,117cmであ

る。断ち割った部分で見ると、深さは 6,..,_,20cmである。遺物は出土していない。

S0514溝跡

調査区北半部の地山面で検出した南北溝である。方向は南北基準線とほぼ一致している。北側は調査区

外に延びており、確認した長さは約5.7mで、幅は24,..,_,121cmである。断ち割った部分で見ると、深さは14

,.....,20cmである。逍物は土師器、須恵器、近世陶器の擢鉢が出土している。

S0515溝跡

調査区中央部の地山面で検出した東西溝である。方向はE-20°-Nである。総長は2.13mで、幅は15......,

29cmである。
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゜
20cm 

No. I ,l'J構 閉位 1 種別 l 悶種 備 器芯 I登録番号

S0514 1-1 因器 憫鉢

t-? 徴

［外面Jロクロナデ底隊：回転ヘラケズリ
［内面lロクロナデ→筋目

18世紀

（品） I品品）
(11.2) 
(3/24) 

R-76 

第12図 S0514溝跡出土遺物

29. !Om 
G
 

→ H' 
28.30m 

SK517 SK518 

SK516 A・B 。
10cm 

No. I 色調 ・土性

SK516A 

I 11. SYRJ/41府褐色シルト

SK51Gll 
2 I 7.SYR4/4褐色シルト

特徴

地山粒を多鼠に含む。

池 I 色調 • 土性
SK517 

; I: ご悶二は坦

符徴

地山粒を少鼠含む．

IOYR4/4褐色粘n土を斑状に含む．

I I 5YR4/6赤褐色シル ト IOYR7/4にぶい貿粒色シル ト粒を多置に含む。

第13図 SK516A・8・517・518土凛

④土壊

土城の調査は平面的なものにとどめたが、精査に及んだものもある。深さや出土遺物について言及のな

い土堀は、断ち割り等を行っていない。それぞれの計測値は、平面的な調査から得たものである。

SK516土壊

調査区北半部の地山面で検出した、平面形が不整形の土堀である。新旧 2時期 (B→A)の重複がある。

SD509溝跡と 重複しており、これより新しい。SK516Aは規模が長軸2.37m、短軸l.56m、深さは20,,.._,23

mである。埋土は地山粒を多量に含むことから、人為的に埋められたものとみられる。SK516Bは規模が

長軸1.Im、短軸91cm、深さ18,,.._,22crnである。埋土は粘質土を斑状に含むことから、人為的に埋められたも

のとみられる。遺物は、 SK516Aからは土師器、須恵器、近世以降の磁器が出土し、 SK516Bからは土師

器、須恵器が出土している。

SK517土堀

調査区北半部の地山面で検出した円形の土城である。SD506溝跡と重複しており、これより新しい。規

模は直径81,,.._,95cm、深さ 6,,.._,lOcmである。逍物は士師器、須恵器が出土している。

SK518土壊

調査区北半部の地山面で検出した不整形の土城である。SI503竪穴住居跡と重複しており、これより新し
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い。規模は長軸79cm以上、短軸67cm、深さは13cmである。造物は土師器、須恵器が出土している。

SK520土壊

調査区南半部の地山面で検出した方形の土城である。SD510溝跡と重複しており、これより新しい。規

模は長軸83cm、短軸78cmである。

SK521土壊

調査区南半部の地山面で検出した円形の土堀である。規模は直径I.17mである。

SK522土壊

調査区南半部の地山面で検出した楕円形の土堀である。SI519竪穴住居跡と重複しており、これより新し

い。規模は、長軸84cm、短軸72cmである。

SK523土塙

調査区東端部の地山面で検出した楕円形の土痰である。SB502掘立柱建物跡と重複しており、これより

古い。規模は長軸82cm、短軸64cmである。

SK524土堀

調査区中央部のIIb層上面で検出した不整形の土痰である。SD510溝跡と重複しており、これより新し

い。規模は長軸69cm、短軸48cmである。

⑤遺溝外出土の遺物

は』 2

゜
20cm 

゜
IOcm 

池 附位 碩 IJ 監植 特徴 備考
口径 底径

l nb 蕉釉陶器 甕
（外面lロクロナデ→ナデ→平行文押印

（残存率） （残存率）
器霜 写ば図版 登紐番号

（内iliilロクロナデ
中世 • 東海程

2 llb 磁料 椀
（外面文様l不明

2 8 R-96 

（内ilii文様lなし
近世

3 l a 土酒器 甕
（外面）ロクロナデ→へうケズリ

R-97 

（内iliilロクロナデ→ナデ
(23.1) 
(9/糾） R俎

第14固遺構外出土の遺物(1)
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゜
20cm 

71 ~! I :: I [凹面］ 糸切り挺→布目→ナデ ~:mil 縄目クタキ 傭考

II B類 ーaクイプ

写真図版 1 登録番号

R-92 

第15図 遺構外出土の遺物(2)

3 考 察

ここでは、今回の調査で発見した遣構について時代ごとに重複関係を整理しながら、遺構の年代を検討

してみたい。

く古代＞

梢査を行ったSI503とSI504は重複関係があり、 SI503→SI504の変遷を確認できた。いずれの出土遺物も

埋土からの出土である。 しかも、遺構の半分以上が削平されているため、残存部分の資料だけで年代比定

をすることは難しいが、遺構の存続年代を考えるうえで参考となるので、以下若干の検討をしてみたい。

SI503、SI504ともに、土師器杯はロクロ調整されたものだけが出土しており、非ロクロ調整のものは一

切含まれていない。これは白鳥良一氏による多賀城跡出土土器の分類 （註 2)で、 9世紀前半頃に比定され

ている C群土器以降にみられる特徴である。近年、多賀城跡大畑地区の発掘調査から出土土器の変遷が詳

細に検討されているが、 SI503及びSI504出土遺物の特徴は、第62次調査における第 I 群土器 • 第 II群土器

の要素（註3)、第65次調査における第 1群土器・第2群土器の要素（註4)のいずれにもあてはまるもので、

概ね9世紀代のものであろうとしかいえない。また、出土遺物中に10世紀初頭前後から出現するとされる

須恵系土器が一切含まれていないことから、これらの竪穴住居跡はおおよそ 9世紀代にSI503→SI504と変

遷し、 SI504は10世紀初頭に至らずに廃絶したものとみられる。

SI504を覆う堆積屈W層及び、IV層を掘り込むSD509は重複関係があり、Sl504→W層→SD509の変遷が確

認できた。いずれも、10世紀前葉に降下したとされる灰白色火山灰を含まず、遺物に須恵系土器が含まれて

いないことから、W層及びSD509は9世紀末,..,_,10世紀初頭までに堆積ないし埋没したものと考えられよう。
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S0506からは均整唐草文軒平瓦721B-aが出土しており、この瓦の製作年代が9世紀後半とされている

ことから、 S0506は9世紀後半以降に掘削されたものとすることができる。また、 S0506の精査部分の出

土遺物には須恵系土器が含まれていないことから、埋没年代は概ね9世紀後葉からIO世紀初頭とすること

ができよう。

S0507、S0508、SK517はS0506との重複関係から、 S0508→S0507→ S0506→ SK517という変遷が確認

でき、 S0507、S0508はおおよそ古代の遺構とみることができよう。SK517は精査したものの、地山面検

出であり、年代比定可能な出土遺物がないことから、時期不明である。

S1519、S0513およびSK521は重複関係があり、 S1519→SD513・SK521という変遷が確認できた。S0513、

SK521は精査に及んでいないため、年代は不明である。

SB501、SB502、SK522は重複関係があり、 SK522→SB502の変遷は確認できたものの、 SB501とSB502

の変遷については確認できなかった。どちらの建物跡も柱穴の掘り方が小さく、古代の建物跡とは異なる

印象を与えるが、どちらもS1519と同様の方向 (N-6°-W)であることから、おおよそ古代の建物跡と

とらえておきたい。

く近世＞

近世の遺構と考えられるのは、 S0514である。S0514から出土した近世陶器の擢鉢は、第8次調査S0446

出土の陶器擢鉢と胎土や調整が近似しているもので、ほぼ18世紀代のものとみられる（註5)。よって、S0514

は18世紀以降の溝跡であるといえよう。

S0510は、近世以降の磁器が出土した堆積層IIb層を掘り込んでいることから、精査はしていないもの

の、おおよそ近世以降の溝跡と考えられる。 S0510はS0511、SK521、SK523と重複関係があり、 S051I→ 

S0510→ SK52 l・SK523という変遷が確認できた。 S0511もIIb層を掘り込んでいるので、近世以降のも

のとみられ、 SK521・523も同様に近世以降のものと考えられよう。

SK516Aからは近世以降の磁器が出土していることから、近世以降のものと考えられる。これに先行す

るSK516Bは年代を確定する逍物は出土していないが、 SK516Aからそれほど時期を遡らない年代の遺構

ととらえておきたい。

なお、 SA505、S0515、SK520はいずれも地山面で検出しており、他の遺構との重複関係もないために

年代比定は難しく、年代不明としておきたい。

4 まとめ

I. 古代の遺構とみられる掘立柱建物跡2棟、竪穴住居跡3軒、溝跡4条、土城 l基を発見した。年代は

竪穴住居跡2軒が9世紀とみられる。

2. 近世以降とみられる溝跡3条、土堀4基を発見した。年代は溝跡の一つが18世紀以降とみられる。

3. その他、柱列跡 l条、溝跡 1条、土城2基を発見したが、年代は不明である

（註I)愛知県三好町教育委貝会 『黒笹116・117号窯発掘調査報告害』 1994年
具体的には、 9世紀第3四半期頃に比定される黒笹116号窯跡出土の灰釉陶器椀 L類に、器形の特徴が近似している。

（註2)白屈良一 「多賀城跡出土土器の変遷」『宮城県多賀城跡研究所 研究紀要 Vil』 1980年
（註3)宮城県多賀城跡調査研究所 『宮城県多賀城跡調査研究所年報 1992』 1993年
（註4)宮城県多賀城跡調査研究所 『宮城県多賀城跡調査研究所年報 1994』 1995年
（註5)多賀城市教育委貝会 『多賀城市文化財報告書第58集 西沢逍跡第8次調査報告書』 2000年
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第16図 本次調査区と周辺調査区の位置図
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写真図版 2 出土遺物
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l. 土師器杯

2. 土師器杯

3. 土師器杯

（第4図2)

（第7図 1)

（第7図3)

4. 土師器高台付杯 （第7図6)

4
 

5
 

6
 

▲
 

8
 

7
 

5. 土師器杯 （第 4図3)

6. 土錘 （第5図3)

7. 鉄製品 （第 5図4)

8. 無釉陶器 （第14図 1)
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多賀城市西沢遺跡第10次調査出土鉄滓の分析 ・調査

川鉄テクノリサーチ株式会社 分析 ・評価i事業部

埋蔵文化財調査研究室

岡原正明 ・小 川 太一

1. はじめに

多賀城市埋蔵文化財調査センターが発掘調査した西沢遺跡第JO次調査発見のSI503から出土した須恵器片に付沼した鉄滓状の資料に

ついて、学術的な記録と今後の調査の一現として分析調査の依頼があった。調査の観点として、 ①付着物は鉄滓かどうか＠洛辟芦であれ

ば製鉄原料の推定や製造工程上の位囮付け③観察上の特記事項などを中心に調査をすることにした。その結果について報告する。

2. 調査項目および試験方法

(1) 調査項目

貸料の性格前⇒後

須恵器付沼鉄滓⇒須恵器溶融片

出土遺構

S1503 

注 ①資料の性格は貨センターの液料に基づいた。

頂:fil:g

19!. 0 

府磁力

弱

②在料の性格の項で⇒後の性格は調査 ・考察の結果に基づくものである。

③外観写真中のO中の数字は推定位骰数を示す。

(2) 重量計測と着磁度調査

成分分析

変色部 04 
胎土分析 1 外観写真

0 0 

計煎は帽子天秤を用いて行い、少数点 1位で四捨五入した。着磁度調査については、直径30mm・1300ガウス (0.13テスラ）のリング

状フェライト磁石を使用して感応検査により 5段階で評価した。

(3) 外観の観察と写真撮影

調査に入る前に、資料の両面をmm単位まであるスケールを同時写し込みで撮影した。

(4) 化学成分分析（蛍光X線分析法）

通常、資料から分析必要泣の試料を採取して化学分析するが、今回の資料は現状の姿を残したいとの要紹から、堀場製作所蛍光X線

元素分析装協 (MESA-500)を用いて完全非破壊分析で行った。この装脳は測定室が径150mm、高さ70mm程であるため、今回の資料は

そのまま測定部に設貯可能であった。

3. 調査および考察結果

提供された資料は埋土中から採集された溶融部のある須恵器片である。長径87mm短径75mm肉厚7mm、楕円形になった灰色の須恵器底

部の一部が変色溶融している資料で乳灰色 • 黒灰色 ・ 橙灰色に溶融し層状に部分発泡した様相を呈する。 須恵器の破面周辺は帆立貝の

殻状に丁寧に砕かれているように見える。何かを掻き取るためにヘラ状に加工されているのではないかとの意見もあった。溶融物との

関連も気になるが、円弧内面や内面に近い縁部には付行しいない。溶融部の断面はパイ皮のように層状に発泡し、片減りして罰くなっ

ている。須恵器胎土と溶融物との楼界は浅く盛り上がり、乳灰色部分には、被熱珪砂粒が白色になって、ガラス化した黒い溶融物の中

に存在する。 肉薄部は、溶融部側から溶融⇒発泡⇒剥落があり熱変化を受けたものであろう 。 用途 • 溶融理由は不明である。胎土 ・変

色部等計 4ケ所で分析を試みたが、その結果によると化学成分の差は少なく、鉄滓等が付着したものではないことが判明した。

表 1 各変色部における主要成分分析値

SiO, Al,O, Fe,O, CaO Na,O 凡〇 TiO, MgO 計

聡部 66.191 17.046 4. 154 5.137 2.844 I. 813 1.060 I. 021 99. 266 

灰色 65. 380 14. 729 5. 354 4.862 5.736 0.710 0. 931 I. 832 99. 534 

黒色 60. !IO 19. 120 8. 531 3.382 5.589 0. 703 I. 022 0. 979 99. 436 

茶色 65. 264 22. I 19 5.386 l. 614 I. 219 l. 671 I. 231 I. 188 99. 692 

また、胎土の検討は、標雌鉱物試料（国土地理院地質調査所 • JG - la) を基部に三辻利一の方法に従って実施した。 その結果、

須恵器の胎土は西日本のものとは異なり、福島県で出土した羽口粘土に近い値を示しているが、近傍の粘土の分析データがないため確

定的なことは言えない。

4. まとめ

非破壊分析による調査ということで、調査方法が限定されていたため、次のような知見を得られた。

(L) 須恵器に付舒していると思われた変色物は、鉄滓ではない。

(2) 変色物は須恵器が過熱されて部分的に溶融 • 発泡したもので、今回の調査手法では、溶融のメカニズムは解明できないが、融点

を下げるカリウム (K)およびナトリウム (Na)等の影密ではないかと考えられる。耐火度試験が必要。

(3) 薄くなった部分で屈状に変色している部分と表面の発泡部分とは、同系色であり何らかの因果関係があると思われる。

(4) 須恵器に使用された粘土（胎土）は西日本のものとは異なり、東日本の福島近傍のものに近い可能性がある。
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5. 参考文献

(I) 三辻利一 ：「須恵器のケイ光X線分析法J:X線分析の進歩 (JO) p. 61 ..... (1979) 

(2) 三辻利ー ：「土器の旅地を求めて一ケイ光X線分析法と放射分析j ; 続考古学のための化学10章 東京大学出版会

(3) 川鉄テクノリサーチ株式会社 ：調査報告密より抜粋

6. 追加分析報告

追加分析報告として黒色部について、電子顕微鋭を用いて分析した結果と組織写其観察の結果について報告する。

(l) 試料採取位置と外観観察

指定場所の近傍の黒色光沢のある部分から I.2mmx I. 5mm程度の試料をステンレス針を用いて採取した。

写真2 拡大写真に指定場所 (0印）と試料採取場所（矢印）を示す。

(2) 電子顕微鏡SEM/EDXによる観察

採収した試料を試料台に固定し、黒色部および白色部の順に分析を行った。写真3は60倍に拡大した写真である。分析は黒色ガラス

行部分および表柑白色部について行った。黒色部の分析結果のスペクトルおよび分析結果を固 Iおよび白色部は図2に示す。以上のよ

うに鉄滓に含まれる鉄分 (Fe)は非常に少なく、須恵器胎土にふくまれている珪素 (Si)やアルミニウム (Al)は多伍に検出され、黒

色部および白色部も大差がない。

(4) 顕微鏡組織観察結果

採取した試料を樹脂に埋め込み、微紺I研庖剤を用いて鏡面研庖したのち、顕微鏡で観察しながら、代表的な組織をxJOOおよびX400

で撮影した。今回の組織写其では、鉱物に（粘土鉱物や炉壁鉱物）良く見られる溶融したガラス質の組織であり、鉄滓の性状を示して

いない。

(5) まとめ

以上から、今回須恵器に付粁していた黒色溶融ガラス買物質は、 当初の報告のとおり 、 製鉄工程で発生した（製錬滓 ． 梢錬滓 • 鍛冶

料を含む）ものではなく、須恵器が何らかの理出で高温被熱し溶融したものと断定出来る。

111111111111111111111111111111111111111111111m111111r1111pm~1111n1111111p1111111111111111111111111111111111111111111111111111 

~l~~~I~~~~~ 
写真2 試料採集位置

写真l 外観写真

写真3 電子顕微鏡写真
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図 l 付着物質 黒色部スペクトルと分析結果
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図2 付着物質 白色部スペクトルと分析結果
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rn 山王遺跡第38次調査

1 調査に至る経緯と経過

本調査は、個人住宅建設に伴うものである。当該

地は山王遺跡の範囲内であり、今回の基礎工事は、

細い鋼管を打ち込んで地盤沈下を防止するパイルエ

法をとることから、地下遺構に影響を及ぼすことが

考えられた。

そのため、 9月3日に地権者より調査依頼を受け、

施工業者、文化財課、埋蔵文化財調査センターの三

者で協議を行い、調査することになった。

調査は、当初平成13年 9月10日より開始する予定

であったが、台風15号の影響で 9月12日より重機に

よる表土除去作業を開始した。 9月13日に遺構検出

作業を行い、調査区全体の遺構検出状況写真を撮影

した。その後 1/20の平面図を作成し、北壁及び西壁
第 1図調査区位置図

の断面図を作成した。 9月17日、竪穴住居跡の周溝と 2条の溝跡の一部を掘り下げて土層堆栢状況を確認

し、土層の注記を行って調査を終了した。調査完了後、工事及び安全面等を考慮し、 9月18日に重機によ

る埋め戻しを行った。

2 発見遺構

層序

第 I層は現代の盛土で層厚80"'-'130cm、第II層は黒褐色粘質土で屈厚10"'-'45cmである。第田層（地山）は

灰オリープ色土で、本調査で発見した遺構は全て第rn層上面で検出した。

(1)竪穴住居跡

S11051竪穴住居跡

調査区西端で発見した住居跡で、周溝と貼床を検出したのみである。平面形は西側が調査区外に延びる

ため不明である。東辺の長さは約 3mである。住居の方向は東壁についてみればほぼ真北である。埋土は

周溝がオリーブ黒色土で、貼床は黄灰色土である。カマドと柱穴は発見することはできなかった。遺物は

出土していない。

(2)溝跡

S01052溝跡

調査区中央部で発見した南北溝である。南北両端とも調査区外に延びており、確認できた長さは4.7mで

ある。規模は、上幅が69"'-'94cm、深さが16cmである。断面は皿状で、埋土は黄灰色土である。遺物は出土

していない。
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S01053溝跡

調査区東側で発見した南北溝である。南北両端とも調査区外に延びている。確認できた長さは4.5mであ

る。規模は上幅26--..,45cm、深さは15cmである。断面は逆台形状で、埋土は暗灰黄色土である。遺物は土師

器片を 2点発見したが、どちらも磨耗が激しく調整は不明である。

3 まとめ

］．本調査区では、竪穴住居跡 l軒、溝跡2条を発見した。

2. 逍構の年代は不明である。
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Y=12,226 
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1,,., ......... ,,,, 

第2図遺構配置図

周溝

第 3 図調査区北壁•西壁断面図

調査区全景（南より）
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IV 新田遺跡第21次調査

1 調査に至る経緯と経過

本調査は個人住宅建設に伴うものである。平成

13年8月10日に、只野俊雄氏より当該地での住宅

建設計画の申請があった。

建設対象地は新田遺跡の境界付近に位饂し、昭

和40年代まで用水池であったことが知られていた

が、近隣の調査区では現地表下約 3mの地点から

縄文時代晩期～弥生時代の遺構 ・逍物が発見され

ていた。今回の建築計画は住宅の基礎工事にパイ

ルエ法を用い、地盤改良工事も併せて行うことか

ら、予想される地下逍構への影響が懸念された。

そのため、 9月12日に施工業者 ・文化財課 ・埋蔵

文化財調査センターの三者で協議を行い、発掘調

査を行うことで合意が得られたため、事前調査と

して実施するに至ったものである。9月14日に発

掘調査依頼文書が提出されたことを受けて、 9月

25日より調査を開始した。

調査は、はじめに住宅基礎工事で破壊される範

囲内の約7対を重機で坪掘りした。掘削予定深度

である地表下1.5m (標高5.3m)まで掘り下げて

も遺構は発見されず、用水池の埋め立て土が続く

だけであった（註 I)。さらに、もう一ヶ所坪掘り

したが結果は同様であり、追構は存在しないと判

断した。掘削箇所の湧水が著しいため、写真撮影

後、図面を作成して、直ちに埋め戻し、調査を終

了した。

第 1図調査区位置図

(l) 
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I 
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第 2図調査区配置図

第 3図

昭和36年 (1961)当時の調査区周辺の様子

埋め立て以前の用水池「長生沼」が写っている。

この空中写其（昭和36年撮影）は、国土地理院長の承認を得て、同院搬彩の空中写其を掲載したものです。（承認番号 平13東複第480号）
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2 まとめ

1. 調査の結果、遺構の存在は確認されなかった。

2. 旧用水池の範囲内では相当の深度まで掘削しているため、地下遺構が破壊されている可能性が高い。

3 付章 一調査対象地区の用水池について一

今回発掘調査を行った旧用水池について、その歴史的経緯について簡単にまとめておきたい。

旧用水池については、資料調査や聞き取り調査などから、その形成が太平洋戦争中に遡ることがわかっ

た。この用水池掘削の直接の原因は、戦時中に旧国鉄が行った東北本線の複線化工事であった。旧国鉄は

日中戦争の戦線拡大と太平洋戦争開戦による輸送需要の増加に対応するため、重要路線の輸送力増強を計

画し、勾配改良を含む複線化工事を実施した。東北本線では岩切一石越間の複線化及び勾配改良工事が昭

和18年 (1943) 4月に着工された（註2)。この時、現在の東北本線岩切一品井沼間ルートの軌道新設に伴

う路盤工事に多品の土砂が必要となったが、戦時下の労働力不足や作業効率向上などの諸事情から、当該

地一帯が土砂採取場所に選定され、旧国鉄に接収された。当時の当該地周辺は田畑として利用されている

だけだった（註3)。その後、複線化工事は翌昭和19年11月15日に単線のみ開通している。土砂採取跡地は

灌漑用水池として利用され、南宮地区に農業用水を供給し、戦後は「ち面笙箇」 と呼ばれて利用され続け

た。農閑期には水抜きされ、最深部で 6m程度はあったとされる（註4)。高度経済成長期に入り、用水系

の改変整備等に伴って用水池の必要性が低減したことや、接収地の元所有者が組織した「旧地主会」主導

で国からの用水池払い下げが実現したこと等を契機として、用水池の埋め立てが行われたようである。当

該地一帯の道路計画が本市都市計画課に提出されたのは昭和43年 (1968) であり、それまでには用水池の

埋め立て工事が完了していたものと思われる（註5)。その後、宅地開発が進み、現在に至ったものである。

（註 I)本調査区に近接する新田遺跡第5次調査では、地表下約 Im程度、標高6m前後で近世頃の造構面に到達すること

が確認されており、標高5.3mではすでに古代の遺構面に到達する深度である。

（註2)日本国有鉄道仙台駐在理事室 『ものがたり 東北本線史』 1971年 694-700頁

日本国有鉄道 『日本国有鉄道百年史』 第11巻 1972年 280-282頁、 287-288頁

（註 3)明治19年 (1886)調製 南宮村字一里塚地籍図では、地目が田・畑となっている。また、当該地周辺の聞き取り調

査でも同様の結果が得られている。聞き取り調査を快諾していただいた大友長夫氏、松浦正氏（ともに本市南宮在

住）、菅原辰夫氏（仙台市宮城野区岩切在住）に改めて謝意を表したい。

（註4)本市生涯学習課長相澤明氏のご教示による。巽閑期の水抜きの際、バーチカルボンプを 2-3段組にして排水して

いたことから、最深部では 6m程度はあっただろうということである。

（註 5)用水池埋め立ての直接の記録は見出せなかったため、本市に提出された道路計画から埋め立て時期を推測したもの

であることを断っておく 。
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V 矢作ヶ 館跡第 1次調査

1 調査に至る経緯と経過

平成13年 8月22日、鈴木文雄氏から当該地

における宅地造成計画の提示があった。造成

計画は多賀城 ・塩屯両市にわたる約8000団を

対象とし、現状を著しく改変するものである

ことから、関係各機関の協議が必要と判断さ

れた。

関係者協議は 9月18日に現地において行わ

れた。地権者、開発業者、宮城県教育庁文化

財保護課、塩寛市教育委員会生涯学習課、文

化財課、埋蔵文化財調査センター各担当者が

第 1図 調査区位置図

集まり、当該地の地表面硯察を行ったところ、城館跡に特徴的にみられる防御施設（土塁 ・ 切岸 • 堀など）

や平場などは確認されず、遺物も採集できなかった。また、土層堆樅状況確認のため、数箇所で坪掘りを

行ったところ、表土（現耕作土）下10,,.._,20cm程度で地山岩盤に達することが判明したが、発掘調査よって

遺構の有無を確認する必要があるとの見解に達した。調査については、対象範囲が多賀城 • 塩定両市に及

ぶことから合同で実施することとし、塩鼈市分については宮城県教育庁文化財保護課の指導 ・協力を得て

対応することとなった。同日、地権者より発掘調査承諾書が提出され、これを受けて10月4日より調査を

開始した。

調査区は開発対象範囲内の丘陵斜面に沿うように設定し、東側から順次番号 (l,,.._,16T)をつけ、重機

による表土除去作業を行ったところ、北東側斜面では遺構は発見できなかった。中央部の平坦地から南西

側斜面にかけては竪穴住居跡、掘立柱建物跡、溝跡、土痰などを検出し、逍物も発見した。遺構を発見で

きなかった調査区については、写真撮影や図面作成の後、直ちに埋め戻し作業を行った。遺構を検出した

調査区については、写真撮影後、 トータルステーションを利用して平面図を作成し、 翌 5日に遺構のレベ

ル計測を行って図面作成作業を終了した。その後調査区を埋め戻して、すべての調査を終了した。

2 調査成果

今回の調査では、竪穴住居跡4軒、掘立柱建物跡 l棟、溝跡5条、土堀2基などを発見した。以下、調

査区ごとに発見した追構について記載する。なお、発見した遺物はごく少凪であるため、発見した調査区

でのみ、遺物について言及する。

1 "-'7・16T 

表土下I0-----30cmで地山面が現れたが、逍構 ・造物は発見されなかった。

8T 表土下10-----40cmの地山面で竪穴住居跡 l軒、溝跡3条を検出した。溝跡と竪穴住居跡では後者の方

が新しい。竪穴住居跡の規模は、東西約Smである。
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第 2図調査区配置図

9T 表土下30,....,60cmの地山面で溝跡 l条を検出した。

lOT 表土下20cmの地山面で溝跡 l条を検出した。

I IT 表土下20------40cmの地山面で性格不明遣構 l基、土堀2基を検出した。性格不明遺構と土城では後者

の方が新しい。

I2T 表土下40------60cmの地山面で竪穴住居跡 l軒を検出した。竪穴住居跡の規模は、東西約4mである。

検出面から須恵器甕片 l点が出土している。（第 3図参照）

゜
10cm 

7 I :~~ I :.;~ I Zl~Ji- l r外面1ロクロナデ→平行：':キ ［内面1ロクサデ I ~~4;~ ば| 底径臼堺率） I llll! 1'IJ.•_~ 版 I 笠:_~号
第 3図 12T 出土遺物
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13T 表土下l0"-'20cmの地山面で掘立柱建物跡 l棟を検出した。東西3間、南北 l間分を検出したにすぎ

ないが、桁行3間以上の東西棟の可能性がある。柱穴の掘り方は大きいもので一辺約80cmの方形で

ある。柱穴の規模や形状から、古代の建物跡と考えられる。

14T 表土下20"-'40cmの地山面で竪穴住居跡 l軒を検出した。平面形は方形で、規模は一辺約 3mである。

北辺に煙道も検出しており、長さは約1.5mである。検出面より須恵器甕片 l点が出土している。

15T 表土下10cmの地山面で竪穴住居跡 l軒を検出した。規模は東西約3.5mである。検出面から土師器甕

片 l点が出土している。

3 まとめ

I . 今回の調査では、竪穴住居跡4軒、掘立柱建物跡 1棟、溝跡5条、土城2基、性格不明遺構l基を検

出した。遺物は、須恵器甕片 2点、土師器甕片 l点が出土している。

2. 竪穴住居跡や掘立柱建物跡は、古代の迫構とみられる。

3. 本調査では 『風土記御用書出』(1774年）の宮城郡留ヶ谷村風土記に記される、古館「屋はきか館」に

直接関連する遺構 ・遺物は発見されなかった。
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（第 1次） 掘立柱建物跡 須恵器
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性格不明遺構
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